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伸びゆく力を育むために、みんなで力を合わせて育てましょう  

 

地域のよさを知る 
                                                                                   校長  鈴木 真史 

  胎内市を車で通っていると、海あり、山あり、川あり、田畑あり。これだけでは

ありません。工場あり、鉄道あり、温泉あり、リゾートホテルあり、と多種多様な場

所や施設があることに気付かされます。しかも２６４．９㎢の面積ということから考えると、コ

ンパクトにキュッとつまった内容の濃い市であることがわかります。住んでいる人にとっては当

たり前なのかもしれませんが、私のように他市から通勤している者にとっては、この「コンパク

トでキュッ」が、とても魅力的に映ります。その魅力を”胎内さん家”のある日の生活で見てみま

しょう。 

 

  その地にいると、良さに気付かないことがたくさんあります。胎内

市は、市内ですべてが完結するので、都会に比べると、生活に困るこ

とはそれほど心配いらないように思います。都会は都会の良さがあ

りますから、一概にどちらがよいということは言えないのですが、

日常生活が持続できることや自然の力をあたえてくれることを考え

ると、胎内市は魅力的な市であることが分かります。     

  学校では、国語や算数など教科の学習でこれらの基礎的な知識を

身に付け、体験活動でその知識を活用するといったことを教育課程の中で行っています。これに

より、地域の良さを発見し、地域を支え、胎内市を支え、さらには国をも支えていく人を育てて

いきます。  
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  朝、「今日も一日ガンバルゾ！」と起き上がる。朝食は、胎内市で生産された生みた

て卵でつくる卵焼き。先日、市内農家からいただいた米で作ったツヤツヤのご飯。お浸

しのホウレン草もいただきもの。ご飯の後の皿洗いの水は、全て胎内市の湧き水。出か

けるときに着る服の繊維は、胎内市の繊維工場で作られたもの。先日買い替えた車は、

電気自動車。胎内市の風力発電で作られた電気を充電。仕事は、市内にある会社。育児

のための時短勤務ができるので、午前中のみ仕事。午後は、子どものことを相談しに胎

内市の子育て支援センターに行く。相談後、疲れたので、ちょっと奥胎内までドライ

ブ。ブナの林でゆっくりすると、気分もリフレッシュ。夕方が近づいたので、山から海

へ。胎内川の河口でルアー釣りをしてみたら、大きな魚がかかってきた。それをもって

自宅へ。先日市内の刃物店で包丁を研いでもらったので、切れ味抜群。刺身と焼き魚を

メインディッシュに。魚を焼くガスは、もちろん胎内市で生産されたもの。お風呂のお

湯も胎内市のガスで湧かしている。夜寝る布団は胎内市の会社で作られたもの。さす

が羽毛布団。寝心地最高！明日は、久しぶりにリゾートホテルのお風呂でも入りにい

くかな。  

  こうして、胎内さん一日は過ぎてゆく・・・。  

ふるさと体験学習 

※胎内市の産物が必ずしも家庭に直接供給され

ているとは限りませんのでご了承願します。 

http://tainai-kinoto-es.edumap.jp/


  

  

 

 

 

 

 １１月１６日（水）、人権教育、同和教育の視点に立った道徳授業研修会が行われ、６年生が授業

を公開しました。 

 ６年生は、これまで道徳や社会、国語などいろいろな教科で人権教育、同和教育を行ってきまし

た。今回公開する道徳授業の前には、社会科で平安時代頃からある死や血に対する「ケガレ意識」

がさまざまな差別を生んだことや江戸時代の身分制度によって、差別に苦しむ人がいたこと、また、

不当な差別には屈せず力を合わせて立ち上がったことを学んできました。 

 公開した道徳授業では、「人間！同じ血なのに」を題材に、命を助けたいという思いで輸血に参加

した青年に対して、出身にまつわるうわさや決めつけにとらわれて申し出を断るＡ家族と、青年の

申し出を快諾するＢ家族とを比較して、今後自分が生活していく中でどんな態度や行動をとること

が大切かについて考えました。 

子どもたちは、これまでの学習を生かし、グループで話し合いを進めることができました。その

中で、「周りのうわさに流されず自分の意思で行動する」「根拠がないのに決めつけをしない」とい

った自分の生活を振り返るまとめを書くことができました。 

きのと小では、今後も全学年で人権教育、同和教育学習ユニットに取り組み、継続的に「自分も

みんなも大切にする子どもの育成」を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度から、学級担任から児童あての年賀状を送ることを取り止めております。今年度も３学期

の始業式に配付する学級だよりをもって新年のご挨拶とさせていただきます。ご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

 

 

きのと小学校のホームページには、学校だよりでは伝えきれない記事が載っています。 

ホームページを閲覧して、学校の教育活動の様子を感じていただければ幸いです。 

ホームページのアドレスは、次の通りです。 

https://tainai-kinoto-es.edumap.jp/ 
右のＱＲコードからもご覧いただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

１１月４日（金）、第３回学校運営協議会を実施しました。今回は、きのと小が目指す子ども像「自

分もみんなも大切にする子どもの育成」の具現化に向けて取り組んだ

活動の成果と課題について話し合いました。 

 話し合われた主な内容については、次の通りです。 

  
◎地域の人とかかわるようになっていく中で、あいさつができるようにな 

ってきている。 

◎地域においても子どもからあいさつする子が増えた。 

◎低学年は、上の学年の丁寧なあいさつを真似して、上手にあいさつしている。 

◎お互い顔が分かれば、あいさつもしやすい。実際、学校のボランティアに参

加することを通して、１年生からあいさつされることが多くなった。 

・「こんにちは」が自分から言えるようになるとよい。特に、来校する人や地域内であいさつができるようになっ

てほしい。地域の人は子どもたちが言えば返してくれる。 

・家庭においては、お互いいることが普通であいさつ無しで会話が始まってしま

っているようにも感じる。家の中でも大人からあいさつすることができれば、

あいさつが定着してくるのではないか？ 

・学校を離れた校外学習で、多くの人とかかわっていけば、あいさつもよくなっ 

 ていくのではないか。。 

・子どもから大人にあいさつすることが増えていくと嬉しい。それは、家庭にお

いて行われるとよいと思う。家族に話をする機会を作ってみてはどうか？ 

・あいさつについても子ども園からつなげて連携した取組ができたらどうだろ

う。小さいときからあいさつする素地を育てていくことも大切であろう。 

 

◎ノーメディアデーはよい活動である。 

・メディアコントロールに関する問題意識は、家庭によって違う。そのため、家庭での約束も差が出るのではな

いか？ 

・メディアとの付き合い方が分かるようにしていく必要がある。家庭でも学習、成長に必要なメディア、不必要

なメディアの選別が必要ではないか？ 

・ノーメディアデーを親子パワーアップデーとして、親子がかかわる時間をつくるようにしてメディア以外の時

間の大切さを知る場が取れるとよい。 

 

◎縦割り班活動の取組はよいことだ。もっと増えるとよい。 

◎今やっていることは体が覚えている。栽培活動やこれらの活動を継続してほ 

 しい。 

◎おしごと体験は、児童が楽しそうだった。また、保護者も参観することで勉強

になっていたように思う。また、お互いの顔と顔がつながる活動だ。 

◎イバラトミオなど地域の宝を、子どもを通して地域に知られることがよかっ

た。子どもたちも貴重なものだと自覚してくれた。自然に触れる機会となって

いる。 

◎おしごと体験や地域との交流など、地域の人とかかわる活動は、笑顔や喜びを作っている。体験を通して自分

で作る楽しみ、調べたことが形になる喜びを児童に与えている。今の保護者世代は、地域のことを学べなかっ

た時代を過ごしている。だからこそ、今小学校でやるべきでないか？ 

・ワクワクおしごと体験は、保護者も見ているので手伝ってもらえてよかった。保護者にも参観できることをア

ピールし、大人同士の交流の場ともなるのではないか？ 

 

 委員からは、肯定的なご意見をたくさんいただきました。今後もよりよい取組ができるように熟

議を重ねて行きたいと考えています。 

胎内市立きのと小学校 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）だより 

 



 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ 
   合唱コンクール（４年） 

教育委員訪問 8:35～ 

６年薬物乱用防止教室 

  

   ①1、2年 15:00 

②3～6年 15:50 

○折 3号車 16:10 

①1～3年 15:00 

②4～6年 15:50 

○折 3号車 16:10 

 

５ ６ ７ ８ ９ １０ 

個別懇談会１日目 

短縮４時間授業 

給食後下校 

個別懇談会２日目 

短縮４時間授業 

給食後下校 

個別懇談会３日目 

短縮４時間授業 

給食後下校 

個別懇談会予備日 

短縮５時間授業 

あいさつ声がけ運動 

委員会（写真撮影） 

PTA 三役会・理事会 

 

①全校 13:15 

○折 1号車 13:25 

○折 3号車 13:35 

①全校 13:15 

○折 1号車 13:25 

○折 3号車 13:35 

①全校 13:15 

○折 1号車 13:25 

○折 3号車 13:35 

①全校 14:20 

○折 1号車 14:30 

○折 3号車 14:40 

①1～4 年 15:00 

②5、6 年 15:50 

 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ 

   SC 来校 

児童集会（運動） 

訪問給食（４年） 

  

①全校 15:00 

○折 1号車 15:10 

○折 3号車 15:20 

①1、2 年 14:40 

②3～6 年 15:30 

○折 3 号車 15:50 

①1年   15:00 

②2～6 年 15:50 

○折 3 号車 16:10 

①1、2 年 15:00 

②3～6 年 15:50 

○折 3 号車 16:10 

①1～3 年 15:00 

②4～6 年 15:50 

○折 3 号車 16:10 

 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

  給食最終日 

地域子ども会 

３時間授業 終業式 

３時間授業 

 

①全校 15:00 

○折 1号車 15:10 

○折 3号車 15:20 

①1、2 年 14:40 

②3～6 年 15:30 

○折 3 号車 15:50 

①全校 14:30 

○折 1号車 14:40 

○折 3号車 14:50 

①全校 11:35 

○折 1号車 11:45 

○折 3号車 11:55 

①全校 11:15 

○折 1号車 11:25 

○折 3号車 11:35 

 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 
冬季休業   学校閉庁日 

（～１月３日） 

  

      

【１月の予定】                

１０日（火）始業式・あいさつ声がけ運動  ２０日（金）そり授業（１・２年生）胎内スキー場 

１１日（水）給食開始           ２６日（木）乙中学校新入生学校説明会（６年） 

１２日（木）委員会            ３０日（月）学習生活がんばり週間（～２月３日） 

１９日（木）児童集会（給食委員会） 


